
    

                                           

  
 
 

地域力応援基金助成事業（スタートアップ助成・ 
ステップアップ助成）について 

 
 地域力応援基金助成事業（スタートアップ助成・ステップアップ助成）について、大田
区区民協働推進会議から区長に対し推薦のあった下記の 11 事業を令和４年度新規助成事
業として決定しました。 
 
１ スタートアップ助成 

◆申請事業数 13 事業 ◆助成決定事業７事業（総額 1,361,000 円）※受付順 

  
団体名 

代表者 

事業名 

主な事業内容 
交付額 評価のポイント 

１ 

池上こどもの 

まち実行委員会 

 

佐瀬 優子 

池上こどものまち（仮称）プ

ロジェクト 

子どもが主体となり、まちづ

くりを体験するイベントを

開催する。子どもたちがまち

について考え、主体性を持っ

て行動するためのきっかけ

や場づくりのサポートを行

う。 

200,000 円 

子どもの主体性を重視し、子ど

もが中心となって運営を行うこと

で、自信や行動力を高めることに

つながる。また、参加する子ども

たちが地域の一員としての意識を

持つことで、長期的な地域活動へ

の参加を期待できる。 

２ 

でんえんポニー 

さっこの会 

 

立木 夏子 

でんえんポニーさっこの会 

小学校や高齢者施設、障がい

者施設等でのポニーとのふ

れあいを通じて、地域におけ

る交流の場を創出する。 

200,000 円 

ポニーとのふれあいを通じて、

子どもや高齢者、障がい者の地域

活動への参加のきっかけとなり、

多様性のあるまちづくりに寄与す

る。 

３ 

おやこ 

cafeverde 

 

吉川 知 

みらいのまなびや 

verde ship 大森 

不登校の子どもをはじめ学

校以外の居場所を求める子

どもや、育児に忙しく孤立し

がちな子育て中の親子の居

心地のよい場となるよう、ア

ートや異文化交流等の体験

学習を重視した学校以外の

定期的な学びの場をつくる。 

200,000 円 

不登校の子どもや子育て中の親

にとって、同じような立場や悩み

を持つ人と交流できる居場所とし

て期待できる。また、多様な学び

の機会を提供することで、子ども

の興味、関心を広げることにつな

がる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業委員会 
令和４年７月 15 日 

地域力推進部 資料６番 

所管 地域力推進課 



    

                                           

４ 

チャレンジド 

サポート 

 

原田 泰年 

要配慮者の防災 

要配慮者やその支援者が災

害時のリスクを軽減するた

めの知識等を身につけられ

るように、保育園や障がい者

施設での防災ワークショッ

プや個別事例へのアドバイ

スを行う。 

171,000 円 

災害時には自助・共助が重要と

なり、要配慮者へ災害から身を守

るための個別具体的なアドバイス

等を行うこの取り組みは、非常に

意義がある。また、この取り組み

を通じて、要配慮者だけでなく支

援者をはじめとする多くの区民の

防災意識を高めることができる。 

５ 

みらいエール 

 

牧野 盛匡 

「リアルの弁護士」ほか様々

な職業を肌で感じられるキ

ャリア教育授業 

子どもたちが様々な職業を

身近に感じるため、小中学校

の総合学習を活用し、多様な

職種の大人から仕事内容や

仕事への思いを聞く機会を

提供する。 

200,000 円 

様々な職業の方から直接話を聞

くことで、子どもたちが職業につ

いて具体的にイメージできるよう

になるとともに、子どもたちが将

来に向けて積極的に物事に取り組

むきっかけとなる。 

６ 

どこでも 

オリヒメ 

 

桑原 章太 

ICT 活用による社会参加推

進事業 

ICT 機器を活用した仕事体

験やボッチャイベントを開

催し、外出困難な方の地域参

加の機会を創出し、地域での

人とのつながりや学び合い

を支援する。 

190,000 円 

ICT の活用による地域のイベン

トへの参加を通じて、障がい者や

難病のため外出困難な方が、地域

活動に積極的に関わる機会を提供

するとともに、外出困難な方の社

会参加への理解促進にも役立つ。 

７ 

一般社団法人 

光ＪＳみらい 

 

梅本 祥子 

外国にルーツのある子ども

たちに日本語学習の機会を 

日本語の勉強を必要として

いる子どもが地域に根付い

て生き生きと生活するため

に、定期的な日本語授業や保

護者向けのイベントを開催

する。 

200,000 円 

日本語学習を必要とする児童が

楽しんで学べる場を用意すること

で、不登校等の予防につながる。

また、外国にルーツのある家庭が

地域とつながりを持つことにも期

待できる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



    

                                           

２ ステップアップ助成 

◆申請事業数５事業 ◆助成決定事業４事業（総額 1,140,000 円）※受付順 

  
団体名 

代表者 

事業名 

主な事業内容 
交付額 評価のポイント 

１ 

特定非営利活動

法人ソシオキュ

アアンドケアサ

ポート 

 

光江 弘恵 

ホッとサロン開催とハンド

マッサージ講習 

高齢者施設等で、傾聴を伴う

ハンドマッサージを実施し、

心身のケアを行う。また、ハ

ンドマッサージの講習会を

実施し、参加者のうち希望者

には当該事業に協力しても

らう。 

180,000 円 

ハンドマッサージや傾聴を行う

ことは、ケアが必要な方の孤独や

ストレスの緩和に寄与する。 

また、講習会の実施を通じて、

活動の担い手を増やしていくこと

は、地域での新たな人と人とのつ

ながりを生むことが期待できる。 

２ 

多摩川とびはぜ

倶楽部 

 

中平 繁 

大師橋干潟・河川敷の環境再

生プロジェクト 

羽田地区の住民をはじめ、多

摩川流域の方々と協力して、

河川敷の緑道清掃を行い、誰

もが安全に自然観察を楽し

める干潟を再生する。 

400,000 円 

緑道の清掃を通じて、自然環境

に触れることで、多摩川への興味、

関心を醸成できる。 

また、清掃活動を地域住民と行

うことで、新たな地域交流の場に

なることが期待できる。 

３ 

一般社団法人 

EXPRESSION 

 

黒田 育美 

大田区田園調布発信！朗読

劇「絵本リトル・ツリー」（作 

葉 祥明） 

田園調布地区を中心に、子ど

もから高齢者の幅広い世代

や入院中の子どもたちが参

加する朗読劇を開催する。 

400,000 円 

子どもを中心とした、多世代交

流を図るとともに、入院中の子ど

もたちとも、デジタル機器を介し

て新たな交流の機会を創り出す。 

また、朗読劇を通じて、子ども

たちの表現力を豊かにするととも

に、高齢者等の新たな地域活動へ

の参加を促すことが期待できる。 

４ 

防災助っ人集団 

やっこさんの会 

 

新倉 太郎 

「大田区で防災について考

えるつどい」 

東日本大震災当時について

語る防災講演会をはじめ、セ

ミナー、防災ゲーム、写真展、

朗読会を実施し、防災の普及

啓発を行う。 

160,000 円 

実際に震災の被害にあった方の

話を聞くことは、震災の風化を防

ぎ、防災意識の向上につながる。 

また、当団体は日頃から、自治

会・町会や小中学校など地域での

防災活動を行っており、災害時の

地域における連携・協働が期待で

きる。 

 
３ 助成決定団体への決定通知等 

◆７月上旬 交付決定通知  

◆７月下旬 区報、大田区ホームページにて公表 
  

 


